
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

頬も向けなさい。』（マタ 5:39）でした。しかし、私たちは真逆です。
自分がやったことを人に言いたくなり、評価なんていらないと言いなが
らも「すごいですね」と言われると嬉しくなります。パリサイ人たちも
同じでした。彼らは善行を行うときにはラッパを吹き、人に見えるよう
に、評価されるように頑張っていました。いつも誰かと自分を比較し、
神様からの評価ではなく周りからの評価を大事にしていたのです。

　イエス様を十字架に架けるときのパリサイ人たちは怒りを顕わにして
いました。普段は外側に表れていないものが、私たちの内側にあります。
パリサイ人のような偽りの心、隠れている自分がいます。しかし、その
部分に光をあてなければ、どれだけ良い行いをしたとしてもすべてが犠
牲となってしまいます。潜んだ悪は私たちの人生を壊し、大事な人との
関係を壊し、大切なものを破壊していきます。そして「なぜ、私だけが
こんな目に…」と私たちの目線を神様からずらしていきます。ですから
神様は「なぜ、私だけが…」という人生から、「この痛みをとおるとき
に神様の奇跡が起こるんだ」と言える人生へと変えてくださろうとして
います。
　イエス様は『隠れたところで見ておられるあなたの父が、あなたに報
いてくださいます。』と言われました。「報い」とはなんでしょうか？　
報いとは「神様が一緒にいる」ということです。神様が一緒にいる人とは、
自分の罪を理解した人なのです。

　イエス様は私たちの罪を赦すために十字架に架かられ、聖霊をおくっ
てくださいました。しかし、罪があるところに神様は入ることができま
せん。ですから神様は、罪を責めるのではなく、私たちが罪を認めて「ご
めんなさい」と悔い改めることができるように導いてくださいます。な
ぜなら、神様が「あなたと一緒にいたい」と思っているからです。これ
が神様の愛です。
　自分の罪がわからず、私は悪くないと思っていたパリサイ人たちは「マ
ムシの末」と呼ばれました。評価を受けるためだけに生きていると聖霊
は去っていきます。人々の前でよい行いをし、ニコニコと振る舞う私た
ちの人生に聖霊は共にいません。ですから、私たちは自分の心に隠れた
自分がいないか、しっかりと見張らなければなりません。大切なものか
ら目線がずらされそうになるとき、神様の義（キリストの十字架）を思
い返しましょう。私たちの人生のここぞ！という時に神様の義をとおす
ために、日々、自分が罪人であることを理解し、認め、神様と一緒にい
ることを選ぶ決断が必要です。

高橋 奈津江

来週の奉仕者
（５月２１日）

今週は…Ⅱサムエル 18：1～ Ⅱサムエル19：43

　～リビングライフより～

「リビングライフのコラムにドキッ」「リビングライフのコラムにドキッ」

（ ２０２３ 年５月７日 ） 

（要約者：岡本 享子）

KiKiさんゴスペル練習

KiKiさんゴスペル練習

昨日のリビングライフでは『御手をもって助け、 道を開いてくださる神 
( サムエル記 第二 17:15～29)』が語られました。
　フシャイは、祭司ツァドクとエブヤタルに自分がアブサロムに言った
助言を伝えたうえで、ダビデに速やかに荒野を出てヨルダン川を渡るよ
うにと伝えました。彼らはそれを自分たちの息子ヨナタンとアヒマアツ
に伝え、それを荒野にいたダビデのところに伝えることになっていたか
らです。ダビデに情報を伝えるネットワークが出来ていたのです。とこ
ろが、ヨナタンとアヒマアツが一人の女奴隷のところに行ってそれを伝
えたとき、それをある若者に見られてアブサロムに告げられてしまった
のです。大ピンチです。それで二人はどうしたかというと、その場を急
いで立ち去り、バフリムに住むある人の家に行きました。そして、その
人の庭に井戸があったので、その中に隠れました。その人の妻は覆いを
持って来て、井戸の上に広げ、その上にまき散らしたので、だれにも知
られることがありませんでした。アブサロムの家来たちが、その女の家
に来て捜しましたが見つけることができず、彼らはエルサレムのアブサ
ロムのもとに帰りました。主がこの諜報活動を守ってくださったのです。
そして、それをダビデに知らせることができたので、ダビデと、ダビデ
のもとにいたすべての者たちは、夜明けまでにヨルダン川を渡りきるこ
とができました。フシャイ、ヨルダン川の東の人たちの助けで危機を免
れました。神は、あらゆる人を通してダビデとダビデのもとにいたすべ
ての者たちを助けてくださいました。
　ダビデはその時に、このアヒトフェルに振り回されませんでした。そ
れは、神さまを信じ、そして人を責めないで、主が解決を与えてくださ
ると信じて、そして自分でできることを行ったからです。
　同様に、私たちにもアヒトフェルのように、色々な策略で人生を振り
回そうとする人たちが現れるでしょう。そんな時、私たちは修羅場を通
り抜けてそして新しい神さまの計画の中に招かれていくことができる…
そのことをぜひ今日覚えていきたいと思います。

牧 一穂 牧師
西嵜 芳栄 伝道師
日名 洋 
李 雋英
西山 秀平
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 ある人に４人の奥さんがいました。一人目の奥さんは一緒にごはんを
食べたり、服を着たり、願ったことはなんでも共有できる人でした。二
人目の奥さんは、競争が激しいなかで奪い取ってやっと手にした人でし
た。家にいるときには鍵をかけて大事にしまっておき、外に出るときに
はいつも手を繋いで離さず、大事にしていました。三人目の奥さんは一
緒にいると楽しい人で心が落ち着きましたが、お金がかかりました。四
番目の奥さんとは時々、喧嘩になりました。なぜなら、彼女が悲しい顔
をするからでした。そのたびに彼は「お前とは会いたくない！週１回で
十分だ！」と言いました。
　ある日、王様から命令が出されました。国を出ることになった彼は、
4 人の奥さんに一人ずつ「一緒に行ってくれるか？」と聞いて回りまし
た。すると、一人目の奥さんは「私は生涯、あなたと一緒にいることは
できません。」と言いました。二人目の奥さんは「私はあなたがいいか
ら一緒にいました。だけど、今はあなたが良くなくなりました。他の人
のところに行こうと思います。」と言いました。三人目の奥さんは「私
は国境までは一緒に行くことができますが、そこから先は行くことがで
きません。」と言いました。四人目の奥さんだけは「私はどんなことがあっ
ても、あなたと一緒に歩みます。」と答えました。これは何のお話かと
いうと、一人目の奥さんは「からだ」、二人目は「お金」、三人目は「家族」、
四人目は「私たちのためにいのちをかけた彼（イエス・キリスト）」を
表しています。
　私たちはいつも偽りの情報に惑わされ、本当に大切なものがわかりま
せん。そして優先度を間違えてしまいます。“本当にいいのか？” とい
う疑いの声は私たちの目線をずらし、健康が第一、お金が大事、家族が
一番…と、本当に大切なものを見失わせます。しかし、私たちの人生で
一番大切なものは「NO と言ってくれる人」です。その方は私たちが良
いときも、悪いときも【真実】を明らかにしてくださいます。

　イエス様は私たちを裁くためではなく、“自分は罪人である” と気づ
くことができるためにこの世に来られました。罪とはメタノイア（的外
れ）であり、本当の道から外れ、目的を見失ってさまよっていることです。
私たちは、自分が的を外していることに気づいたとき、初めて元に戻ろ
うとします。例えば、子どもが口の周りにいっぱいチョコレートをつけ
ているのに「チョコ食べていないよ」と噓をついたとき、食べたことを
罰したいのではなく、嘘をついたことを注意します。これと同じで、神
様は私たちを責めたいのではなく、そうしてしまう私たちの行いを理解
し、元に戻したいと思っておられます。
『私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方ではありません。
罪は犯しませんでしたが、すべての点において、私たちと同じように試
みにあわれたのです。』（へブル4:15）
罪は私たちを責めるための道具ではなく、理解する（Understand）た
めのものです。
『キリストは、神の御姿であられるのに、神としてのあり方を捨てられ
ないとは考えず、ご自分を空しくして、しもべの姿をとり、人間と同じ
ようになられました。人としての姿をもって現れ、自らを低くして、死
にまで、それも十字架の死にまで従われました。』（ピリピ2:6 - 8）
イエス様は糞土にまみれた私たちの心を理解するために、一番低いとこ
ろまで降りてこられ、すべてを負って十字架に架かられました。イエス
様の十字架こそが神様の義なのです。

『人に見せるために人前で善行をしないように気をつけなさい。』（マタ
6:1a）
　善行とは、ギリシャ語で　　　　　  (dikaiosune) と言い、「義」とい
う言葉から派生した言葉です。「義」とは神様が行われることであり、
私たちに義はありません。しかし、私たちは正義を相手に見出そうとし、
いつもそこに争いが起こります。神様は正義を振りかざしてしまう私た
ちに、イエス様がされた方法、最善を尽くすことを教えてくださってい
ます。イエス様の行動はいつも『右の手がしていることを左の手に知ら
れないようにしなさい。』（マタ6:3）『あなたの右の頬を打つ者には左の
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 11 日   佐藤文音
 12 日   森田加世子   
 13 日   佐藤裕
 13 日   鈴木誠一
 13 日   鈴木大智

7日   森田莉功
9日   曽我菜々子
9日   西嵜優
10 日  辻総一郎

20 日   堀川あや
22 日   野上怜律
22 日   新開佑香
23 日   矢崎晴大
24 日   牧 兪以子              　 

1 日   栗原颯太
1日   山本心春
3日   福山友梨
5日   實金克治

14 日   藤原すず花
15 日  泉水幸誠
16日   佐藤文音 
16 日   梁平慧
17 日   藤原洵太
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20：00~県北祈祷会

藤原洵太

牧兪以子

矢崎加依

 梁平慧 佐藤文音

矢崎晴大

牧唯恵

牧唯恵

藤原すず花

岡本 早苗

岩﨑櫻

泉水幸誠

野上怜律 新開佑香

中川英紀

岩﨑櫻

森田加世子

秋山耕平

佐藤怜香

谷口則子

 堀川あや

澤口建樹

牧三貴子

金光包子

　マザー・テレサが駆け出しのころ、金貨 2 枚を持って司教のとこ
ろに行きました。「私はこの金貨で孤児のための救済の家を建てた
い」と申し出たところ、司祭は「金貨 2 枚では家は建ちません」と
言いました。しかし、マザー・テレサは「神様が私と共にいてくだ
されば、金貨2枚がなくても家は建ちます」と答えました。その後、
彼女は孤児のための家を建てました。人々が不可能と思うことがあ
ります。しかし、神様が一緒にいるならば、それは可能となります。
　人に罪を定めることができるのは神様だけです。もし、私たちが
自分で自分を責めているなら、それは神様に成り代わっている行為
であり罪です。私たちの罪はイエス様の十字架によって赦されまし
た。過去に生きず、神様と共に生きる生き方を選んでいきましょう。

【主の祈り】
『天にいます私たちの父よ。御名があがめられますように。
御国が来ますように。みこころが天で行われるように地でも行われ
ますように。
私たちの日ごとの糧をきょうもお与えください。
私たちの負いめをお赦しください。私たちも、私たちに負いめのあ
る人たちを赦しました。
私たちを試みに会わせないで、悪からお救いください。』
〔国と力と栄えは、とこしえにあなたのものだからです。アーメン。〕

：

先日のセル祈祷会で、礼拝メッセージの中から、わたしは「自
分の罪を理解しているか」というポイントで分かち合いをしま
した。最近、切羽詰まった状況になってやっと夫に自分の悲し
みを伝えられたことを話しました。ファミリーリーダーから「家
族まるごとについての神様の計画へのあなたの責任があるから、
ゆるがないで堅く立って。」という助言をいただきました。そう
する！と思ったものの、でもやっぱり堅く立つのしんどいなと
思ってしまう自分も出てきました。
そして次の朝、リビングライフのコラムを読むと、「内面の悪と
向き合う」という題で、「私たちが理解せず、信仰によって正し
く立っていないため、配偶者が苦しみ、子どもたちの心が病ん
でいるのです。」という文があり、礼拝メッセージやリーダーの
助言と同じことを言われドキッとしました。コラムにも神のこ
とばが詰まっていて、あらためて神様から語られ、わたしの心
は刺し通されました。自分が的を外していないか、正しく堅く
立っているか、日々向き合っていきたいと思います。

『神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、た
ましいと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、心のいろ
いろな考えごとやはかりごとを判別することができます。』（ヘ
ブル4:12）
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山本 洋子
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楢村 明子
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　　マルコ6：1～8

神様からの評価 〈人からの評価〉

本当に大切なものは何か？

罪を理解してくださった方（Understand）
十字架こそが神様の義

報いとは？　

27 日    澤口建樹
28 日    岡本早苗
        　 

  御国が来ますように‼あなたはどちらの国に生きるのか？
  「なぜ彼らが形成されたのか？」

 母　の　日　礼　拝 母　の　日　礼　拝

ミニサタ

キリストの十字架に目を

チャーチミーティング

新会堂オープニング礼拝
田中満矢先生
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田植え
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特別集会

田中満矢先生


